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6)毒物その他をこよる中毒

広瀬 - (若 鮎 雷湧 堅)

平成元年-7年の新潟市民病院救命救急センタ-には,

年間97-140名の急性中毒患者が来院している.代豪的

な原因物質LL_Lては,医薬品25.400~,農薬9.BOO. ･

酸化厳粛6.9%となっている.今回は上記以外の原因に

よる ｢その他の中番｣かこついて検討した.

上記以外 の 原 因 物 質 としては,小児をこよるたばこ誤食

(20.-jlOo ).急 性 T,I ′l 二-･-1L中毒 し21.30olが多か--､た

那,いずれ屯ほとんどが軽症であった.自然毒では,食

したものとして, トリカブ ト,きのこ 巨プキヨダケ),

フグ,バ牛民などがみられた.またマムシ瞭歯,オコゼ

刺傷例があった,家庭欄品では,灯才軌 トイレ洗浄剤,

保冷剤,防水スプレ-などによる中霧症例が受診 してい

た.また特殊なものとしては,メタj-ル飲用や LP ガ

ス吸入による死亡例もみられた.

中毒の原因物質は多種多様で,その全てに将通するの

は極めて困難である.未知の物質による車霧の診療では,

中毒 110番などの積極的な活周によって,情報を収餐す

ることが極めて重要である,

7)中毒に対する血液浄化法

丸山 弘樹 .荒川 正昭 し新潟大学第二｢里こ十)

中毒に対する血液浄化法は 初期治境が適切に行われ

た後で,中毒の原因物質の除去と く多)臓器不全の予防 8

治療を目的に行われる.率毒物質の分布容量,蛋白結合

翠,分子鼠 半減斯左と:を考懸して,血液吸着 (HA〕,

血凍交換 しPE),血液透析 (Hl)).持続血液滴過透析

(CH~Ⅰ)Flを選択 し.中毒物質を体外-排除する.(多)

臓器不全を併発している際をこは,病態に応じて,腎不全

には HI),CHr)ド.肝†こ全には PFJ.CHI_)Fが行われ

る.循環動態が安定し中毒物質の血中濃度が高い場合に

は.HA,HI)を行一一)て血中濃度を安全域まで低下させ

てから,CHDFで血管外に移行 した中毒物質の除去を

図る.多臓器不全を併発 し循環動態が不安定で H工~)杏

行えない場合は,C王耳DFを選択するのが-艇的である.

今回は,中毒に対する血液浄化法の原理と適応につい

て述べた.
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D 当科における先天異常児の統計

∴ 二 ∴須藤 寛大

昭和5T年かLL,平成7年までと7114年間に当村で出生した

先天異常児で日本母性保護産婦人科医会の ｢外襲奇形統

計調査｣に報告した症例につき検討 した.

1魂年間の分娩総数は12,677件,奪形児は178人だっ

た.この頻度はE3母の全国統計の1%強にほぼ一致 した.

最近の日母の奇形の統計より,頻度の高いものとして

口唇口蓋裂,ダウソ症,水頭症,多指症,口唇瓢 口蓋

裂,孝介低位,無脳症,鎖払 髄膜癖だが,当科におけ

る部位別分析では副耳を含めた耳の異常が38例と最も多

く予その他,口唇口蓋裂,水頭症,指の異常が多く見ら

れた.

2)当科における周産期母体搬送の現況

･･‥･ -∴ ･･･- I∴ '._:':Lt 十 一一

過去3年間に佐渡病院かi-･-周産期母体搬送症例は7例

あった.その内訳は,妊娠23週から28滴の切迫早産もし

くは前期破水例が4例,HELLP症候群にて帝王切開

緩,産額子蘭を生じた屯のが1例,墓症妊娠中毒症で入

院管理*,鮭娠31週で血圧上昇を認めたためタ-ミネ-

ショソが必要と判断されたものが 1例,Rh陰性例の前

置胎盤で,緊急の出血に対し佐渡では血液の確保が困難

なため妊娠31遇で管理入院としたものが1例であった.

搬送車の トラブルはなかった.佐渡地区からの母体搬送

は, 陸送と比較してより時間を要し,また汽船などは患

者輸送専門の媒体でないため11スケも大きい.原時点で

は,早期の搬送により対応しているが,受けサ 党病院
の負担増の問題もある.将来的i･こほ.佐渡地区の N~ICU

の体制の整備, ドグタ-ヘリのような患者輸送設備の充

実が望まれる.


